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ウルフネット上に断裂頻度分布図およぴ共役断裂系を
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1．はじめに
　岩盤中に発達する断裂（断層および節理）は，種々の成

因，時代および連続性などの性質を持っている．本報文

では，数多くの断裂面の方向が測定されている場合，

それを用いてウルフネット上に断裂面の方向の頻度分

布図を描くプログラムおよび，ある2つの断裂セット

（Fracture　set）が共役（Conjugate）をなしていると認めら

れた場合，各々の断裂セットごとの平均方向を求め・そ

れらから主応力軸の方向などを計算し，ウルフネット上

に描くプログラムについて報告する．

　断裂方向の頻度分布図を作成する方法としては・シュ

ミットネットを用いた方法（BILLINGS，1954など）が良

く用いられているが，この方法の欠陥については緒方

（1964）およびVlsTELlus（1966）などによる指摘があり，

緒方（1964）はウルフネットを用いた方法を提案してい

る．KOIDE（1968）は，この方法を実際に用い，さらに最

近になって菊地・井上（1973）及び正路・小出（1975）は，

ウルフネットを用いた方法を電子計算機により行う方法

について報告している．今回報告する方法の主要な点は

これらの方法と同じであるが，断裂方向の頻度分布の等

値線をも電子計算機で描けるようにしたほか，断裂方向

の分布とポワッソン分布の比較も行えるようにした．

　次に，いくつかの断裂面の平均方向を求める方法とし

てYAIRI6言α」．（1970）は，ウルフネット上で作図で求め

る方法を，また，RAMSAY（1967）は，計算による方法を

報告している．本プログラムでは，この計算を電子計算

機により行うほか，方向の標準偏差値などの計算も同時

に行っている．

　共役を成す2つの断裂方向より主応力軸の方向を求め

める方法として，r30BCK曲により用いられたウルフネ

ット上での作図による方法は，平山・垣見（1965）が紹介

して以来・小断層の解析に良く用いられている．本プロ

グラムでは，これも電子計算機で求めて，プロッターを

用いて作図させた．

　なお，本研究はサンシャイン計画の“熱水系に関する

研究”の一環として行われたものであり，すでにこのプ

ログラムを用いて鬼首地熱地域及び濁川地熱地域に発達

する断裂系について予備的報告（山田，1979a，b〉を行

った．

2・　ウルフネット上の任意の点における断裂の

　頻度分布を求める計算

1）まず，測定された全ての断裂面の方向のデータをポ

ール（α，み）表示に直し，それをウルフネット上に投影

し，XY座標（κ，ク）で表わす．

2）次に，半球面上の1％の面積を見込む小円の來角を

θとすると，θは約8・1096Qである（緒方，1964）♂従っ

て，ウルフネット上の格子点R（商y）に対応する半球

面上の点を中心として，半球面の1％の面積を見込む小

円のウルフネット上への投影円の半径（7）および中心の

位置R’（X’，yノ）は，第1図のように記号を与えると，

　R。ロε一R加＿10（tanψ。㍑重一tanψε履）
7謹
　　　2　　　　　　　2

一5｛tan＠＋1）一tan（ψ一1）｝
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第1図　半球面上の1％の面積を見込む小円のウルフネット上への投影

π一讐R伽一5｛tan（ψ＋1）＋tan（ψ一1）｝

R＝’〉！X2十yP2

　　XXノ＝＿R／

　　R
　　　　y　　yノ＝＿R，
　　　　R
　　但し，ウルフネットの半径を10とした．

3）　したがって，各格子点（奥y）に与えるべき数値，す

なわち1％の小円に入るデータの数は，

V（Xノーκ）2＋（y’ッ）2≦rを満足する点（κ，ク）の個数に

等しい．

4）小円のふちがウルフネットの円周にかかる時は，第

2図のように記号を与えると，V（X、ノーx）2＋（y、’一ク）2≦

71を満足する点（X，ア）の個数に，

　》（X2’一x）2＋（y〆一ク）2≦72を満足する点（躍，ク）の個数

を加えた数を，各格子点R・（X1，y・）およびR2（X2，｝㌔）

に与える．

　但し，ψ2＝90・＿ψ1，ψ1＿tan一・》X・2＋y♂

　　　　　　　　　　　　　　10

5）上記の計算をウルフネット上の2mm格子の全ての

点について行い，それをパーセントに直して，コンタリ

ングのサブプログラムを用いてコンタリングする．

6）ポワッソン分布によると，測定した断裂面の数をπ，

半球面上の面積1％の円に含まれるポールの数をん個と

すれば，その出現する確率δ匙は，

　　　　　　　λ北　　6κ（伽・P）駕石6一λ

　但し，λ＝πρでありPは面積1％の円にあるポー

ルが含まれる確率であるから1／100であり，したがって

λ騙η／100である．

　一方，半球面上に一様に分布する面積1％の7η．個の

円を描き，そのうち実際に測定した断裂面のポールの数

がん個含まれる円の個数をα個とすれば，その出現す

る割合は（α加）匙となる．

　ポワッソン分布により面積1％の円に含まれるポール

の数がん個の円の出現する確率妬と実際に出現した割

合（α／御）髭とをいろいろなんの値について比較するため

のグラフを描かせるようにした．

3・　1つの断裂系に含まれる多数の断裂面の平均方

　　向を求める計算

　全ての断裂面の方向を下半球方向のポール（α，6）で表

わす．第3図のようにXYZ座標および南北方向を設定
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断裂系測定デー々の電子計算機による処理（山田営三）
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第2図　半球面上の1％の面積を見込む小円が半球面の縁にかかった場合，球の中心に対し対

　　角線上に位置する半球面上の1％の面積を見込む小円に含まれる点を加える
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第3図　断裂面のポール（a，b）とXYZ一座標の方
　向余弦（ら窺，η）の関係

すれば，

正）ポールの方向（αε，’勾をXYZ座標系の方向余弦

（Jb珊，碗で表わすと，

　　Ji－cosわ彦cos（αr90。）一cos6εsinαf

　　翫一一cosわεcos（180。一α‘）一cosゐ‘cosα‘

　　η‘＝一sin6置

2）次に平均を求める一つの断裂セットに属する全ての

断裂面のポール方向余弦（」ε，徽，η‘）相互の成す角度（φ）

を計算し，それが90。以下かどうかチェックする．

　　c・sφ一」‘」1＋珊物＋ηεπノ≧c・s90。　　　（1）

　　　　（　　　　　¢ニ1～π，．　．

　　　　　　　　z≠ノ
　　　　　ゴー1～η，

　ポールの方向は，ここでは下半球投影で求めているが，

本来向きが逆でもよいから（1）式を満足しなかったポール

（」‘，徽，η‘）については向きを逆にして（1）式の計算を再び

行いチェックする．すなわち，

」‘＝一」‘，珊＝一珊，ηε＝一π‘と置き替える．

　これらの計算で求めたφの値の最大値，すなわちあ

るセットに属する断裂面相互のなす最大の角度は，ライ

ンプリンターで打出させる．
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3）　このようにチェックが済んだ全てのポールの方向余

弦（」‘，魏i，π‘）について平均の方向を求める．

　　　　　ハ

9＝Σ」ε〆R
　置＝1

　　ハ而＝Σ窺‘／R
　　i＝1

　　ぬ死＝Σ銘iμ～
　」＝1

R＝v（Σ」‘）2＋（Σ徽）2＋（Σπε）2

もし，苑＞0の時は，

∫＝一‘，沈＝一飛，死＝一死，と置き替える．

み＝sin－1（一死）

4－tan一・（希〉

　求める平均方向のポールは（δ，δ）である，

4）次に各断裂面の方向（」‘，徽，ηε）と求めた平均方向

（‘，摘，兎）とのなす角度（」彦）を各断裂面について次式に

より計算する．

　　JJ十徽勉十嬢＝COS4

　また，ポールの方向のサンプル標準偏差値も次式によ

り計算する．

辞潭鮮ア

但し，ηは各セットに属する断裂面の数である．

4．共役システムをなす2つの断裂セットより，主

　応力軸の方向およぴ勢断面角を求める計算

1）共役システムをなす2つの断裂セットのそれぞれの

平均方向のポールの方向余弦がそれぞれ（」・，尻、，π、）と

（ら，砺，πわ）で表わされるとすると，中間主応力軸（σ2）

の方向（」β，吻，ηβ）は，これら二つのセットの，それぞ

れの平均方向の断裂面（A－PlaneとB－Plane）の式が，

　A－Plane：」、κ十函、ク十死、z＝0　　　　　　　　　（2）

　B－Plane：Zわκ＋砺ク＋死bZ－0　　　　　（3）

で表わせるから，

（2）と（3）式より，

　」、」β＋殖、窺β＋死、πβ一〇

　πわ」β＋嘱窺β＋苑わηβ一〇

また，」β2十7πβ2十πβ2＝1であるから，

　」β＝（而σπド勿“而b）μβ

　　窺β一（π4ら一zαπb）μβ

　　πβ一（z4而ド飛4」わ）μβ

　　1β

　　＝v（形、π血一πα穐）2十（死、ら一」α苑b）2＋（z、函b一而、Jb）2

　但し，9、嘱一配、の＞0のときは，

　　」βニー」β，鞠＝一鞠，η〆一ηβに置き替える．

2）次に勇断面角（2θ）を求める．

　σ2に垂直な面（N－Plane）の式は，

　　N－Plane：」βκ十ηzβア十ηβzニ0　　　　　　　　　　　（4）

　N－PlaneとA－Planeの交線丁¢（」重，砺，η¢〉の式は，（2）

と（4）式より，

　　」、」2十函με十π轟コO

　　Jβ」診＋規β砺＋πβηε一〇

　また，伊十窺ε2十毎2＝1であるから，

　　」診（沈αnβ一πα彿β）／1‘

　　砺一（πα」β一」αηβ）μf

　　π2一（」α郷β一涜σ」β）／ろ

　但し，

　　ろ
　　　一V（擁、πβ一π、窺β）2＋（π．」β一」、ηβ）2＋（」α窺β噸、zβ）2

　　　」、7πβ一而、ら＞0のときは，

　　　ら需一ら，砺＝一略，πε＝一π霊に置き替える．なお，

鶏（毒，叫，励は断裂セットAのスリップの方向を表わ

す．

同様に，N－PlaneとB－Planeの交線鳳（」．，翅．，η、）の式

は，（3）と（4）式より，

　　　」わら十窺μ㍑十ηbημ＝O

　　　J〆．＋窺β彫、＋πβπ．一〇

　また，」麗2十窺麗2十砺2＝1であるから，

　　　」、一（卿β一苑わ魏β）／ん

　　　窺麗＝（死み一勧β）μレ

　　　編一（どb窺β一卯β）μ擁

　但し，

　　　ん
　　　一V（卿β一卿β）2＋（苑む」β一」δπβ）2＋（」み四β一曜β）2

　　　らmβ一殖論＞0のときは，

　　　ら＝一ら，窺麗＝一槻，ηロ＝一π麗に置き替える．

　なお，η（」．，形．，η。）は断裂セットBのスリップの方向

を表わす．

　勇断面角（2θ）は次式より求まる．

　　　cos2θ＝」εら十ηz重ηz聡十πε鴛。

　　但し，0≦2θ≦goo

3）最大圧縮主応力軸（σ、）の方向（」、，卿、，ηα）は，η（」¢，

鱗，勾と7㌔（」．，翅．，π．）の中線の方向であるから，

　　　」α：7πα：繊＝（ち十」腿）＝（鱗十鞠）：（πε十π”）

　また，」¢2十常¢2十ηα2＝1であるから，

　　　ら＝（」置十」μ）／姦

　　　窺α＝（略十観蘇）ノ庵

　　　π¢＝（π重十π麗）儀
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断裂系測定データの電子計算機による処理（山田営三）

S　T　A　R　T

P　R　ES　ET　初期値セット

タィトル。力一ド

入力（1枚目）

星諺

N　P　T　1

A　V　R　G　E

lSW；0

　＞

測定フラクチャーデータ入力
（3タイプ入力可能・補正構能）

測定フラクチャー一覧表
プリントアウト（セヅト別平均値出力）

　　く

　　　　　　　　　　　コンジュゲートセット及びロカリティ
　　　　　　l　N　P　T　2
　　　　　　　　　　　別処理するデータ指定

　　　＝　　　　　B（1　　　　≒
　　　　　　　ラン互
　　　　ロカリティ別フラク　　　　　　　コンジュゲートフラクチ
L　O　C　A　Lチャーをウルフネ・ソPAS　T　R　S　ヤープロ・ソト，σ1・σ2・σ3

　　　　ト上ヘプロット　　　　　　　　・2θをプロット

JSW；0

　≒

U　R　U　F

≒
JSWl2

ウルフネット上に全データプロット
コンター図作成のための統計処理

P　O　i　S　S　N　ポワッソン分布との比較

999

REW　l　ND1

S　T　O　P

第4図　プログラム（WULFF）のメィンフロ＿

但し，

　　　毛＝v（ら十」．）2十（砺十観麗〉2十（η¢十η潔）2

4）最小圧縮応力軸（σ3）の方向（ち，鞠，ηγ）は，σ、に垂

直な平面ゴ．κ＋躍．ク＋π、z＝0とσ2に垂直な平面：’βx＋

物ク＋ηβz－0との交線であり，ら2＋窺ノ＋πノニ1である

から，

　　　ら一（観、ηβ一η．規β）／ろ

　　　mγ一（ηα」β一」¢ηβ）／ろ

　　　ηγ一（」¢吻β一椛¢」β）μう

　但し，

　　　ろニ

v（規απβ一ηα解β）2＋（πα」β一」¢ηβ）2＋（’、窺β一規、」β）2

」、徊β一観促」β＞0のときは，

ら＝一ら，％＝一吻，πγ＝一ηγに置き替える．

5・プログラム（糊鯉）の大まかなフロー及び特

　　徴

　プログラム（WULFF）のメインフローを，第4図に，

またジェネラルフローと各サブルーチンの説明を第5図

に示した．このプログラムのおもな特徴は，

1）入力は，断裂面の走向・傾斜（Strike＆dip），傾斜

方向（Dip　direction）および，ポール方向（Pole　direction）

の3種類のデータで読み込み可能とした．

2）磁気偏角の補正ができる．

3）各露頭（Locality）の断裂をセットごとに区分してデ

ータを読み込み，各セットに属する断裂の方向の平均

値，断裂相互のなす最大の角度および断裂方向の標準偏

差値などを計算し，測定断裂一覧表（第1表）をラインプ

リンターで打ち出させた．

4）各露頭についてウルフネット上（下半球投影）に，各

一571一
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M　A N ＊（プログラム・コントロール）

　PRESET　（初期値セット）

　INPT1’＊（測定フラクチャーデータ入力・磁気偏角補正）

　　　　　　CONV1　（PoleをStrike＆dipに変換）

　　　　　　CONV2　（Strike＆dipをPoleに変換）

　　　　　　CONV3　（Dip　directionをPoleに変換）

　　　　　　PRlNT，　（測定フラクチャーデータ出力）

　CONV4　（Poleを方向余弦に変換）

　AVRGE　＊（測定フラクチャーデーター覧表出力）

　　　　　　ANGL　＊（Poleの平均方向を計算）

　　　　　　CONV　l

　　　　　　CONV4
　　　　　　CUUS　　（セット内のフラタ子ヤーの方向の標準偏差を計算）

　CON〉5　（Poleをウルフネ・ソト上のX，Y座標に変換）

　LOCAL　（ロカリティ別にフラクチャーデータをプロット）

　　　　　　　ENKO　（円弧を描く）

　　　　　　　BUNP　　（ウルフネット上へPoleデータをプロ・ソト）

　　　　　　　TITLE　（タイトルをカーブプロッターで書く）

　lNPT2　（コンジュゲートをなすセット指定入力）

　PASTRS　（コンジュゲート・フラクチャーの処理コント白一ル）

URUF

POISSN

　ENKO

　BUNP
　STRES　（σ1，σ2，σ3，2θ，などをプロ・ソト）

　　　　　　ANGL

　　　　　　CONV5
　　　　　　1SPLOT　（ウルフネット上に平面を描く）

　　　　　　　　　　　ARCNW3（曲線上の3点より半径と中心を求める）

　　　　　　　　　　　ARC7　（曲線をプロット）

　　　　　　　　　　　CONV5

　CONV4

　TITLE
　βRINC　＊（σ1，σ2，σ3，2αなどを計算）

　　　　　　CONJC　＊（2平面よ1）交線を求める）

　　　　　　CONV5
　　　　　　CONV6　（ウルフネ・ソト上のX，Y座標をPoleに変換）

（ウルフネット上にフラクチャーの方向に関する頻度分布を描く処理のコントロール）

　ENKO

　BUNP
　TRANR　＊（統計処理データのコントロール）
　　　　　　　　　　＊（方眼メッシュ上の各点におけるウルフネット上の面積1％
　　　　　　CIRCX　　　　　　　　　　　の円の中心及び半径を求める）
　　　　　　CQUNT　＊（ウルフネ・ソト上の面積1％に入るP。le数をカウント）

（ポワッソン分布との比較検定）

　PLPOSN　（ポワッ、ソン分布と比較するグラフを描く）

S　T　O　P

　　　驚　＊付録にヅースリストを掲げたサブルーチン

　　　　　　（Denotes　subroutine　programs，whose　source　hsts　are　shown　in　apPendix）

　　第5図　プログラム（WULF動のジェネラルフローと各サブルーチンの説明
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断裂系測定データの電子計算機による処理（山田営三）

第1表 測定断裂面一覧表
Listoffピactureplanes。

TEST7
1＿OWER　REACHES　〔⊃F　OBUKA乙AWA

し0（＝　　SET　　　SτR

102

107

108

109　　1

　　2　　2　　斎2

ユユo

142

↓43

NUNBER　OF　DATA　　81

DIP　　　AVE（STR　，　DIP）

N42巳　　　　　73SE

N12E　　　　　89SE

N32E
N22E
N26E
N19E
N21W
N70E

N27E
N44E
N57E
N82E

N24E
N45E
N28E
N27E

N27E
N37E
N42E
N42E
N52E
N32E
N22E
N47E
N57E

N57E
N42E
N52E
N69E
N67E

N15E
N29E
N27E
N37ε

702　　　1　　　N29E

703 N工7E
N53W
口42E
N59Fl

706　　　ユ　　　N97E

707　　　工　　　N奪7ビ

75NW
87NW
80NW
70NW
74SW
70NW

85NW
82SE
o
O

76N困
67SE
83SE
48SE

85SE
8工SE
88SE
64SE
74SE
55SE
75NW
80NW
88NW

80SE
68SE
80SE
70NW
74SE

89NW
72NW
77NW
77SE

88SE

87NW
76SW
δ73E
81SE

88SE

64sピ

N42E　　　73SE
Nl2E　　　89SE

N25E　　　78NW

N21瑠　　　74SW

N70E　　　70NW

N27〔　　　85NW
N〔〕了　（＝AしCULATED

N24E　　　76NW
N36E　　　了5SE

N39E　　　7件SE

N42E　　　81NW

N5：LE　　　76SE

N69E　　　70NW
N67E　　　74SE

N15El　　89NW
N28E　　　74NW

N37E　　　77SE

N29E　　　88SE

N：L7E　　　87NW

糾53W　　　76SW
卜15で）E　　　β侍SE

卜487E　　　88SE

Nイゼ～ヒ　　　3弗Sピ

測定断裂のポールをセットごとに記号を変えてプロット

できるようにした．

5）共役を成す2つの断裂セットについて，両断裂セッ

トの平均方向の断裂面をウルフネット上に投影し描か

せ，主応力軸の方向（σ、，σ2，σ3）ならびに各断裂セット

のスリップの方向を矢印で表示させた（第6図）．勢断面

角（2θ）の値およびσ、，σ2，σ3の方向および各断裂セッ

トのスリップの方向も図の隅に表示した．

・6）全ての測定断裂のポールを記号区分して，ウルフネ

ット上にプロットさせた（第7図）．これにより，地域・

岩質，断裂の性格などによる断裂の方向の違いについて

DE〉“FRO図。AVヒ

O。Q
O腫O

7。6

9の
2。4
9．7

0駆O

O嘩Q

O。0

O。0

1工許
11。4
28。O

ユ5。7

6。8

14。0
10。8
12，8
20。3
20。6
4。7

16。4

7。5
⊥1。3

4。3
0。O

O。O

Q。0
2厨7
2。7

0。0

0。0

0。0

0。0

9。0
9。o

0．0

0。0

S。DEV

0。O
O。O

7。9

0。0
0。O

O．O

0。0
↓⊥論

工先Q

15。4

8。2

O闘O

O。O

O。0
2。7

O。O

0りO

O。0

0。0

9。O

O。0

0。O

嫉AX．D巳F

O．0（　1－　1）

O、O（　1一⊥）

17。3（4－2）

0．0（1頓　1）
O、O（　工”1）

0“O（　工一1）

0。O（　1－　1）

22。9（　2。　⊥）

34。3（　6－　3）

36。9（　二う｝　i）

1・8・7（　2－　1）

O。0（　1輔　1）

0。0（工卿1）

o。o（　1廓1）
5。4（　2－　1）

OoO（　1翻1）

0皿O（　1切工）

0。0（　1四1）
O。O（　1廓　1）

17。9（　2四　1）

0。0（　1卿1）

O。O（　1－1）

検討を加えられるようにした．また，その分布状態とポ

ワッソン分布の比較をグラフで表わせるようにした（第8

図）．

7）　コンタリングのサブルーチン“CONTA”（中塚，

1979）を利用して，ウルフネット上に断裂方向の頻度分

布図を描かせるようにした（第9図）．

6．おわ　り　に

　このプログラムを利用することにより，従来のウルフ

ネット上で作図により行っていた方法より，早く正確に

フラクチャー測定データの処理が行えるようになった．
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　　　　0幅IKOB［　〆RムCTUB［　U3　1977

し口C。　84e　NO、　OF口ATA　6

　S［丁　を　　3

、

＼

＼

、

＼

ヤ3

　、
　＼ ＼

．
，

2

＼

＼

＼

￥ぐ、

、　　　　1

　、採

　　　　　　　　　　　　　　　5HIOhA　1　罵　216．2　，　　7【一4

　　　　　　　　　　　　　　　5卜11GhA　2　器　　39．6　9　　二3．B
　　　　　　　　　　　　　　　SH工ChA　3　罵　　309．3　．　　1，0
　　　　　　　　　　　　　　　2xT旨巳了A　r＝　67．95
　　　　　　　　　　　　　　　5L．iP　SET1　串　　2a3．4　レ　　52、ア
　　　　　　　　　　　　　　　5し；PSE：丁2r　t54■Op　50．9

第6図　共役断裂系のウルフネットヘの投影（下半
　　　球投影）

また，いくつかの統計的計算も同時に行える．

　このプログラムを使用する場合のカードデックの作成

要領及び主要なサブルーチンのソースリストを付録とし

て掲げる．なお，このプログラムは現在地質調査所で使

用している電子計算機FACOM　M200およびそのカー

ブプロッター用に書かれている．また，コンタリングの

Probqbi巨書y　of　　Tes†5
K　succes5

二！ Western　border　of　cdderq（dlkes）

　　　　　　No，of　dαk】90

一　〇bservqrion
　・　・』・・　Poisson　d『sIrlburlon

O　　　”’5　　　　rQ　　　　l5　　　　20K
　　Frqcture　pole　dls†ribution　Gnd　poisson　distribution

第8図　断裂面のポールの分布とポワッソン分布と

　　　の比較

J
、

F

日ESTEF：N

N〔〕噌　〔〕F　DATA

J　F

J

J

日

J

V

J
J　J

BσBDER　σF　CA、，［〕ERA

　90

J

J

F

J

J

F

J

」

J

F
J

V

J

J

J

J

1［〕IKESl’

J

J

」

J

F

F

J　J

J

J　J

F

V

」

J

J

V
J

F

J

JF
J

V

J　jσエNT
ド　ドハ　ロず

り）酬RFAULT

第7図　断裂面のポールのウルフネットヘの投影（下半球投影）
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断裂系測定データの電子計算機による処理（山田営三）

w

ONIKOBE　FR∩CTURE　U2－5　1976
　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　ゆの　　　　の
　　　　　　　．．．薪探ノ

　　　　　　み　　　　　　ま　　　　　ミ

購…麟

幡　　　　　　9　　ク9　　　　　◇聖

雪　　・1フ
Fゲ

ヤ

∫
f＼r　N

　　　　　編1

　十㌔り

第9図　断裂面のポールの頻度分布コンターダィヤグラム（ウルフネット下半球投影）

為のサブプログラムは，物理探査部の中塚氏が製作した

もの（中塚，1979）を使用している．

　謝辞

　コンタリングのサブルーチンを使用させてくださった

物理探査部の中塚正氏および，頻度分布図作成に関する

プログラムについていろいろ御教示くださった環境地質

部の小出仁博士に感謝いたします．

　なお，本プログラムはセンチュリ，リサーチセンタ株

式会社に発注し作成した．本プログラム作成を担当され

熱心に細部にわたる修正まで心よく引き受けて下さった

松倉賢氏および益子孝夫氏に厚くお礼申し上げます．
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　　　付録眉．　カードデックの作成法

s¢睡謹e⑪醜脱鑓置蹴9㊧灘e聡電⑪蜜認舩鵡面¢鼠

／／

　／＊

ソ　ー　　ス

プログラム

Z！　　FORT．SYSしN　DD＊

／　S下1，　麻EC　FORTCLG
隊Dr’0000WULFF’

／／　00㎝）　」OB

　　　　　　　　　　　　　　　　J颪嗣繍一ド⑫
　　　　　7■
　　　　／＊
　　　　乳〒タ　　　　　　　　　　　　　①
　　　　　　　　　　　　999（データの細）11　　　一∠一一＿一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケース数だけ　／　GO．SYSIN　DD＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①～0の組が
　　　　　　　　　　　胡製の理Z一タ⑩　　　　必要ノノ　　　VOL＝SER＝一・一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　　　　　　　　　999（データの終η）9
GO　FTOIFOOI一…

　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿∠＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　LOC処理枚数　　　　　　　データ（q→F＞0の場含）⑳　　　　　　　　一7r一だけ必要

　　　　　　データ（肝≦oの場合）⑧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ■　　　　　効リテ播・弥タ数P　　　　7一冊一一一
　　　　　切滋切ト別デ確7　　　。カリテイ数だけ　　　ノ＊
　　　　入裏生ζ委舞右下へ　⑥　　　　　　　⑦⑧ないし⑦⑳　　　　　　デ＿タカ＿ド
　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　の　がぬき
　　　Is靴JS鵬毘LS蹴4　　一一一∠…　　Z／GαSYSヒNDD＊

　　cHFRAMDA3　　　一≠・一4枚　　　z・v・L－SER・…甲臼
　　タィトルカード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ／　GO．FTOIFOOI．一

　タイトルカード①　　　　　　　　 7＊　　　　　　　　 END

　　　　　　　　　　　　　ソース　ログラム

　　　　　　　　　　　7／FORT．SYSINDD＊　　　　　　　　　　　　ケース番指定③
　　　　　　　　　　7／巨XEC　FORCLG　　　　　　　　　　　　　　　タイトルカード

　　　　　　　　　”　 00000　JOB　　　　　　　　　　　　　　　タイトルカード　①

①

4

　、，∠、．

ケース数だけ①～③

7『”の組が必要

①タイトルカード（1枚目）

80字以内のコメントを書く．最初の4カラムがブランクだと，JOBの終りのブランクカードと見なされる．

②タイトルカード（2枚目）

　80字以内のコメントを書く．ブランクカードでもよい．

③　CHF：1～10カラム内に小数点つき実数を書く．

　　　　CHF＞oの場合，STRIKEIDIP入力

　　　　CHF＝0の場合，POLE入力

　　　　CHF＜0の場合，DIPDIRECTION入力
　　RAMDA＝フラクチャーの平均方向を求める時の最大許容角度．11～20カラム内に小数点つき実数で書く．

　　　　ブランクの場合，RAMDA＝90。とみなす．

　　　　（最大許容角度を越えるデータが含まれる場合は平均は計算せず“NOTCALCULATED”と打出される）

④ ISW，JSW：出力する図表の指定．

　　ISW＝0の場合
　　亙SW＜0，JSW≠2の場合，

　　亙SW＜0，JSWニ2め場合，

ISW＞0，JSW＝0の場合，

ISW＞0，JSW－2の場合，

1～3．4～6カラムにそれぞれ整数を書く．

　フラクチャー一覧表

　フラクチャー一覧表1全データプロット（一コンター処理）

　フラクチャー一覧表，全データプロット（コンター処理），ポワッソン分布

　　　　　　　　　　　と比較

　フラクチャー一覧表，ロカリティー別処理

　フラクチャー一覧表，全データプロット（コンター処理），

　　　　　　　　　　　ロカリティー別処理，ポワッソン分布と比較
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　　　　　　　　　　　　　断裂系測定デrタの電子計算機による処理（山田営三）

　　　　ISW＞0，JSW≠0≠2の場合，フラクチャー一覧表，全データプ窟ット（コンター処理），ロカリティー別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理

　KSW：全データプロットの際ウルフネット上に出力するコメント数．9カラム目に整数で書く（KSW≦4）．

　LSW：プロッター図面の縮尺．正2カラム目に整数で書く．

　　　　LSWニ1の場合，0．5倍

　　　　LSW≠1の場合，1．0倍

　　MSW：ゼロ以外の数の場合，全データプロットの際ウルフネット上のプロット記号がO印になる．15カラム目

　　　　に整数を書く．

⑤磁気偏角補正．

　　1～3ヵラムに小数点付き実数を書く（偏角の値）．

　　　　4カラム目にWないしEを書く（偏角の方位）．

⑥　全データプロットの際ウルフネットの右下に書くコメント文．コメント文の数（KSW枚）だけ必要．1～佃カ

　　ラムに任意の文宇を書く．

⑦ロカリティ番号，データ数，セヅト数，セヅト別データ数．

　　1～3ヵラム；ロカリティ番号，3桁以内の任意の整数（ただし999は除くまたロカリティ数の合計は100以下）．

　　4～6カラム：当該ロカリティに属する全データの数，3桁以内の整数（ただし500以下）．

　　7’》9カラム：当該ロカリティに属する全セットの数，3桁以内の整数（ただし20以下，また＊1，R，S等は独

　　　　　　　　立したセットとして扱わない），

　　10～’78カラム：セット別のデータ数を全セットの数だけ記入，3桁以内の整数（ただし3カラムに1データづっ

　　　　　　　　入れる）．

　　　　（例1）・カリテ播号2瞬⑧ないし⑧のカード上のセッ播号が（1111＊122RS3R）の順の場合・

11213
　1　1
　1　1
　『　l

　l　l
l2り

415r6
　『　I

　I　I
　『　1
　　　1

川1

718rg
　l　I
　『　l

　I　I

目3

10川ll2
　1　1
　1　！
　『　I

U5

13114115
　『　l

　I　I
　I　l
目4

16117118

　1　1
　1　1
　1　1
旨2

191201，

　I　I
　l　I
　l　I
　l　l
　I　l

　　　　　　つまり＊1，＊5，R，S，などの記号は独立したセット番号とは扱わずに，直前のセット番号1，2，3

　　　　　　などに含めて各セット別のデータ数を数える．

　　　　（例2）　全く平均値を求めない場合は，セット数を1とし，セット別データ数をゼロとする．

⑧CHF≦0すなわちPOLE入力ないしDIPDIRECTION入力の場合．
　　　　1ヵラム；R．，F，1など任意の記号を書く．く全データプロット＞の際のプロット記号となる．

　　　　　　　　ブランクの場合は，プロット記号は○印となる．

　　2～3カラム；そのフラクチャーの属するセットの番号ないし記号を書く．

　　　　4カラム：ブランク．

　　5・》7カラム；方位角，3桁以内の整数．

　　8～10カラム：伏角，2桁以内の整数．

　　　　以下10カラム毎に1っのフラクチャーのデータを上記の様式で書く．当該ロカリティのデータが多い時は

　　　　何枚かのカードに渡ってよい．

⑧’CHF＞oすなわちSTRIKEIDIP入力の場合．

　　　　1カラム：⑧の場合に同じ．

　　2～3ヵラム；⑧の場合に同じ．

　　　　4カラム3ブランク．

　　5’》6カラム；走向，2桁以内の整数．

　　　　7カラム：走向の方位，EないしW．

　　8’》9カラム：傾斜，2桁以内の整数．

　　　10カラム；傾斜の方位，N，S，E。ないしW．
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地質調査所月報（第34巻第11号）

　　　　以下⑧の場合と同様にくり返す．

⑨データの終りを示すカード1～3カラムに999を書く．

⑩　一SW＞0すなわちくロカリティ別プロット＞を行う場合のみ必要．

　　1～3カラム＝処理番号．

　　4～6カラム＝〈共役フラクチャー〉ないし〈ロカリティ別プロット＞を行うフラクチャーのロカリティ番号．

　　　　7カラム；ブランク．

　　8’》9カラム；共役フラクチャーの一方のセット番号．セット番号がゼロの場合はくロカリティ別プロット〉を行

　　　　　　　　う．

　　　　10カラム：ブランク

　　ll～12カラム＝共役フラクチャーの他方のセット番号．

　　　　以下く共役フラクチャープロット〉ないしくロカリティ別プロット〉の枚数だけ同様のカードを用意する．

⑪　ロカリティ別処理の指示データの終りを示すカード，1～3カラムに999を書く．

　　亙SW＞0すなわちくロカリティ別プロット〉を行う場合のみ必要．

　　以上の①～⑪のカードの組を処理するケースの数だけ並べる．

⑫」OBの終りを示すカード，1～4カラムをブランクにする．

①タイトルカード（1枚目）．

　　80字以内のコメントを書く．

②　タイトルカード（2枚目）。

　　80字以内のコメントを書く．

③　マグネティックテープに入っている多数のケースのうちからコンターを描く必要のないケースを飛ばす時の指

　　示．飛ばさない場合はブランクカードを，飛ばす場合は飛ばすケースの数1～3をカラムに入れる．

　　以上の①～③のカードの組を処理するケースの数だけ並べる．

④」OBの終りを示すカード，1～3カラムにENDと書く．

9
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付録2 66W剛L麗拶の主要サブルーチンのソースリスト
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（二

（二

（二

c

⊂

1

200

lO

2Q1

　PROORA褐　回AIN（INPUτノOUTPUγ，TApと5耳｝NPしT，TAPE6鴇OUTpUT〆IAPEユ’TAPピユO）
　CO卜貸1uN！AAA1卜i巳SHグ図MグトFF（110’1工Q）
　（二〇図凹uN　IDDDI　N乙（IOO），NA（うO）グN6（50），h⊂（50），NCしN，卜鳩（二〇M囚丁（10，5）

　CO餌卜10N！FFF1IHW／IHE／1HNS，至HE》・’IHSw／1厩Sヒ’工HNW’IHNE，IB」NK“MARK’
畳　　　　　　　　　　　　　1目S，IHN

砦

砦

⊂ONr40NlI　I　I／

⊂OMMONIEEE1
⊂0卜質・｛ON！民KKl

COM凹UN／JJJ！

EUUI）ALENCE

NNNダ芝SW，JS一ノKsW，LS㌔》“麟SW／NSW

PI’P12，PI4／PD，Rし・クDG，RA【）グR’Rし，RANGダALpHA’SIZヒ
IPL
互NL）（2Q）グJND（20）’NLO（⊃，N（；A（10Q）

（FFF（1／25）ノXX（1））　ク　（FFF（1グ30），YY（エ））　，
（FFF（エ，こ）と》），ZZ（1））　，　（FFF（1，弓O）グAA（1））　，

（FFF（1ダ4う）466（1））　，　（FFF（1，5Q），IDX（1））

DI図E卜‘SleN　XX（う00），YY（う00），ZZ（うOO）ノAA（うOO）グBB（500），1レX（500）

DI柄ピN510N　KじX（う00）
DI図ヒNSIUN　AN（う00），bN（う00）ヂS1民（500），じIP（うOO）
CALし＿　Pし〔JTS（O・ダQ。’工0）

（二ALL　P」0丁（O騨グ2。ρ噸二う）

⊂ALL　FA（二丁OR（Q。1）

RE憾ND　⊥
⊂AしL　PRSET
Nじ⊂＝　o

CONTINUE
ND⊂　＝　NDC　＋　l

NNN昌　O
READ（う’2QO）　JND
FOR卜1AT（20A4）
1F（J綬P（ユ）一E魯。1昌LNK）　　QO　γ0　9999
［）9　10　1冒⊥，20

IND（1）　旨　1BLNK
IF（JND（1）・NE■IBLNK）　　1ND（1）　＝　JNじ（1）

JND（1）　冨　1βLNK

CONTINUE
泥RITE（6ヂ1000）
wRIτE（6ヂ20工）　INP
FOR師AT（IH　グZOA4）

CALL　INPT1（AA，BB，IDX，KDX，NN昏ダAN，BNグSTR，DIP）

　　IF（　LSW．NE馴1　）　　　　GOτU　7

　　CALL　PLOT（O■ノ100g，一3）
　　CAしL　FA（二丁OR（0．0う）

7　CONTINしE

1000

⊂ALL　CONV4（AA／Bb“XXダYY，ZZダNへN）
CALL　AVRGE（XXダYY’ZZ〆IDX’AN’ヒN’STRグDIP）
FORMAT（よH工’111）
IF（　ISW6E（9。0　）　　GOTO　6
CAL」　⊂ON、！5（AA’BD’AN’己NヂN短N）

　　IF（　【S裡．しT。0　）　　G〔jTO　2

　　⊂ALL　I』PT2
　　し　0　う　　1富』．グNCしN

　　lF（碗d（1）　．　NE　。IBしNK　）　　GO　Tθ　存

　　⊂ALL　LO（レAL（ANダ8N’iグ1レX）

　　GU　TO5
4　CL〕NI　iNUヒ

⊂

⊂

c
⊂
（二

⊂

（二

CALし　PASTRS（AN，BN，XX，YY，ZZ41グH）X）

5　CONTINUE
　　IF（　JSW。EQgO　）　　GOTO　6

2CDNTINUE
　　⊂ALL　URUF（AN’BNダKDX’ND（二）
　　【F（　JSW。E（9。2　）　　　　　CALL　P口ISSN

6

9999

200
331
201

　240
241
1000
ユ00ユ

10Q2
2001
2002
2QO3
2004
2006
2010

1
2

廿

⊂ALL　FACTOR（0．1）
IF（　しSW駆E①91　）

GOτ01
⊂ONTINUE
RεWIND　l
CALL　PLOTE（，
STOP
END

⊂ALL　P」OT（O．」一工0（』’閣3）

1）

SU6ROUTINE　三NPTユ（AグbρIDXグKDXヂND〆ANρヒ5NクSTR，DIP）
STE．RED－GRAPHI⊂　PROJ巳（二丁10N　ON　wUしF　N丘T
COト4図ON　IBBB／　RA図〔）A

CO卜1図ON　！DDDI　NZ（100）夕NA（うO）ノNB（50），NC（50），NC〔」NクN（；OMNT（10’5）

⊂〔〕N図ONIAAA1麟ESHクト4MダFFF（110グ110）
DIM巳N510N　NO（1工O）クNKOSU（↓10），N（；ASE（110），NSETS（1ユ042Q）ダNSET（二（ユ10）
E（9UIVAL，ENCE　（FFF（1グエ），Nロ（1））’（FFF（1，2）クNKOSU（1））ダ
　　　　　　　　　　（FFF（1ヂ3）’N⊂ASE（1））ダ（FFF（三’4）ダNSEIT（二（1））■

　　　　　　　　　　　（FFF（1，5）ノNSETS（1’1））

COM麟ONIEEE／　PI，PΣ2ダPI4・，PDクRD’DG／RAD，RグRU，RANG’ALPHA／SIZE
CQ卜4卜4eNIFFFIIHW，IHE」IHNS，三HE乙y・ρIHSWクiHSE’1HNw’IHNE，IBLNK，図ARK’
　　　　　　　　　　IH5グ1HN

CO図MON　／1三11　NR，ISWダJSwダKSW’LSW／NSWダNSW
（二〇M図ONIJJJI　IND（20）’JND（20），NLO（；，NCA（工OO）

D1麟ENSleN　 AN（1）ノBN（エ）グ＄TR（1）ダDIP（1）

DlhENSION　A（1）ヂB（1）グIDX（1），KDX（工）

正NTヒGER　　STD
INTEGER　ST（10），DP（10），JDX（10）クSTRグDIP’AA（10）2BB（IO）
DI卜4ENSION　LDX（工0）

FOR凹AT（20A4）
FORMAT（1H　〃！（1H　グ5（F5。1，．1，」F亭。1ク2X），4X，う（Fう。1ρe！o，F4gエグ2X）））

FORMAT（IH　’20A4）
FOR凹AT（26置3）
FORMAT（1Xグ2613）
FUR図AT（1H1ク11／）
FθR層A下（IH　）

FOR麟AT（1HO）
FOR卜4AT（2F10鱒0）
FOR凹Aτ（IX／2F工O。3）
FOR卜1AT（F3。O，A1）
FOR図AT（1X／F3。0グA1）
FOR図AT　（6F12。O）
FQR図AT　（2F12駆0’11’F↓1・Oグ3Fユ2■O）
　　　　　READ　FLAG　OF　DATA　TYPE
　　　　CHF　 LTO巴〇　一一一一　 DIP　DIRECTION
　　　　　CHF　　EO　O。〇　四p一陶　　POLE　じIRE⊂TION

　　　　CHF　GT　O。O　一聞廓。　 STRIKE　AND　DIP　DIRE（；丁置ON
READ（うρ200）　JND
困RITE（6〃201）　JND

READ（5，2001）　（；HF　ダRA麟DA
IF（　RAMDAgE缶■Og　　）　　RAMDA　昌
冒RITE（6’2002）　（二HFグRA図DA
RA卜41）A　呂　（二〇S（　RA麟DA砦hD　）

90。
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1
鵠
o
｝

C
⊂

（二

c
（二

⊂

⊂

READ　TYPE　〔〕F　EXE（UTION

紋巳AD（5び24Q）　ISW，JSW，KSW，し．SWが図SWがNSW

wRITE（6，241）　1sw’JSw〃KSW’LSh’卜4SWグNSh

READ　⊂口RRE⊂TIUN　VALUE　〔JF　MAGNE［rIC　DE（；しINATH〕N

READ（5タ2003）　A［），STD

WR【TE（6’2004）　ADρSTD

IF（　KSw■E（9●O　）　　　　（コOTO　IOO

　　　　　　READ（5ク290）　　　　　（（N⊂0凹Nτ（1，J），1昌工■工O）クJ昌1ダKSW）、

　　290　FOR図AT（10A4）
　　　　　　wRITE（6’3500）　　　　（（N⊂〔jMNT（1ダJ）ノ1書1／IO）ヂJ＝工ρKS協）

　3うOO　FOR凹AT（1（1X，工OA4））
　　100　C口NTINUE
⊂

　　　　　　1F（（二HFg（コ丁。0。O）　G口　丁0　うOO3

⊂

C　　　　　　　　　　READ　［）1P　DIRECTION　〔jR　POLE　DIRと（二TION
⊂

C
　　　　　　NO（ユ）＝1

　　　　　　DO　40　L昌1クエOO

　　　　　　READ（うク240）NCASE（L）ノNKeSU（L）’NSET⊂（L）’（NSヒTS（L，1），1冨レ20）

　　　　　　IF（　NCASE（L）・GEg999　）　　GOTO　47
　　　　　　NCA（L）　冒　NCASE（L）

　　　　　　NLOC昌　L
　　　　　　ND（Lナ1）　置　NU（L）　＋　NKOSU（し）

　　　　　　NE置NO（L，＋ユ）一1

　　　　　　PO45桝富1’20
　　　　　　READ（5ダ280）　（しDX（J），J£）X（J）クAA（J）ダBB（J）クJ31ク8）

　　280　FOR凹AT（8（A1’A2クIXヂ213））
　　　　　　DO　45　J＝工，8

　　　　　　1F（JじX（」）。E㊦。09AND層AA（J）。E㊦腰O。AND。Bb（J）。ε（9，0）　　GO　Tu　46

　　　　　　ND富ND寺1
　　　　　　　A（ND）5AA（」）

　　　　　　　8（ND）3BB（J，

　　　　　　：DX（ND》昌JDX（J）
　　　　　　KDX（N［））　謡　LDX（」）

　　　46　CONTINUE
　　　　　　IF（NDgGE。NE）　GO　T〔〕　40

　　　45　CONTINUE
　　　40　CONTINUE
　　　47　⊂ONTINUE
（二

　　　　　　IF（（二HFβEQ巴O。0）　GO　TU　5002

c
　5001　CONTINUヒ
C：

⊂　　　　　　　　DIP　DIRE⊂丁10N

C
　　　　　　脚RITE（6’3001）　　ND

　3001　FOR麟AT（1H1’11NPUT　VALU〔1　0F　じ・IP　DIRE（二TIDN．ノ10X，・NO。　しF　P〔］INTS　昌oグ
　　　　　砦　14）

　　　　　　CALL　PRINT（NDクA’巳グSTR／DIP’O）
（

（　FR口卜｛DIP　〔）1RECTΣON　TO　PULR　DIRE（甲TION
（＝

　　　　　　（ALL　coNV3（A，B」ND）
（二

⊂　FROr畦　POLED　VALUE　TO　STRIKE　DIP
⊂

　　　　　CALL　CONV工（A4BダAN4BN’STR’DIPヂND）
⊂

　　　48　⊂ONT　INUE

C
　　　　　　GO　TO　5005

c

⊂

⊂

⊂

（
（二

c

c
（；

c
（二

C
（二

⊂

C

⊂

（’

c

うOO2　⊂ONT【NUヒ

peLE：DIkE，CTIOトる

　　　　　WRITE（6グ3002）

3002　FOR凹AT（1Hl4，1NPUT　VA」UE　OF　POLE
　　　　艇　14）

　　　　CALL　PRINT（ND’A’B’S’『R／D＝PゲO）

FRG図　POLED　VALU巳　丁O　STRI　KE　D　IP

DO　50　N＝1クNし
AN（N）　＝　A（N）

bN（N）　冨　B（N）

⊂AしL　（二〇NV1（AダB／ANダBN’STR’DIF’4ND）

50　（二〇NTINUE

GOT口　5005

5003　CONTINUE

250

26

STRIKE　AND　DIP　DIRECT三ef刈

DIRヒ（二TIUN　・〆10X，ONO噂　OF　ト）oINτS　冨壁，

Ne（1）　冨　1

DO　24　L＝↓，100
READ（5グ240）　N⊂ASE（L）ノNK〔jSU（L）ヂNSET⊂（L），（NSETS（L／1）ク1踵↓420）

1F（　NCASE（L）曙6E。999　）　　60TO　27
N⊂A（L）　罷　NCASE（L）
NLo（；屋　L

NO（L＋1）　＝　N〔」（L）　＋　NKOSU（L）

NE　冨　NO（L＋1）　糟　1

DO　25　図＝1／2し
REA【）（5ダ250）　（LDX（J）’J［）X（J）グAA（J），Sτ（J）’BB（J）ノDP（J），J31ダ8）

FORNAT（8（AエノA2クユX／12’A1’12ρA1））
DO　25　J＝1’8

1F（DP（J》。E魯駆1らしNKgAND。ST（J）。EQ・三巳LNK》　　　（》G　τG　26

ND富ND＋↓
AN（ND）　冨　AA（J）
BN（ND）　置　BB（J）
STR（ND）＝ST（J）

DIP（ND）＝DP（J）
IDX（ND）　3　JDX（J）
KDX（ND）　零　LDX（」）

（二〇NTINUピ

1F（ND。GE。NE）　　（うロ　TO　24

25　⊂〔｝NTINU巳

24　⊂ONT工NUE
27　⊂ONT1NUE

　　　　　WRITE（bダ3003）　ND

3003　FUR阿AT（IHl’91NPUT
　　　　蚤peINTS　暑o，1今）

VALUE　OF　sTRIKE　AND　DIP　DIREl（；TION　oρ10X／o帳0・　　OF

⊂ALし　PRINT（NDヂAN／BN／STR，DIP，1）

FRO隅　STRIKE　AN［）DIP　DIR巳CTI〔JN　Tし」P〔〕LE　DIRE（；TleN

農

漁

覇

鴎

潔

並
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雛

曝

腿
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睡

鴇
一
『

c

⊂

⊂
（二

⊂

c

（二

c
c
（二

c

（

c

⊂

⊂

c

5005

3工OO

70

80

3200

3300

CALL　CONV2（AN〆BN，STR，【〉IPグA’巳’ND）
CONTINUE

WRITε（6グ3100）
FOR図AT（↓H　4．図ESSURED　VALUE　（　STRITE
（；ALL　PRINT（ND’AN’BNグSTR／DIPク1）

AND　DIP　DIRE⊂τIUN）　，　）

（二〇LLECTION　OF　DE（；L1NAT　ION　臼F　POLED　VALUE　AND　STR工KE　DヨP
　DIRECTI〔⊃N

IF（AD．E（塾囎O■O）　（50　TO　80

：F（STD．E（9・IHW）　　AD　謡　旧AD

DO　70　1＝1，ND
A（1）　＝　A（1）　＋　AD

IF（　A（1）。LT。O．　）　　A（1）　旨　A（1）　＋　360。

IF（　A（1）。GT四360。　）　　A（1）　呂　ρ（1）　一　360・

⊂ONr1NUE
⊂ALL　CUNV1（A’B，ANクBN“STRクDIF”ND）

⊂ONTINUE
－RITE（6ヂ3200）　AD，STD
FOR｝4AT（IH　グ量⊂ORRE（二TED　PULES　VALUE　Dと（＝LINATIUN

⊂ALL　PR工NT（NDρA4B／SτRクDIP’O）

吋RITE（643300）　N【）

FORr》IAT（1H　’・PRDTTINも

⊂ALL
（ALL

譜9■F5。⊥，A2）

DATA　　　　　NO。　OF　POINTS＝●ダ14）

PRINτ（N〔）’AN／5NグSTR／DIP，1）
（二〇NV1（A’B’ANダBNグSTR’DIF／ND）

RETURN
END

⊂　。5薗

c

⊂

⊂

c　。。。

⊂

（二

C

c　9．”

C
（二

⊂

（二

葵

1
2

SUBROUTINE・AVRGE（XダYグZ，IDX’ANグBN，STR，レ1P）
⊂口図岡UNII　I蓋／　NNN／IS一’JSW／KSW’LSWグト4SW’NSW
CO卜匁凹ONIEEEI　P14PI2，PI4ρPDヂRしヂD（5“RAD’R’RU，RANG，AしPHA’SIZE
⊂e図図ON！AAA！MESHグMMρFFF（llOグェIO）
COM卜40N　IDDDI　NZ（100）ダNA（50）グNB（50）」N⊂（うO）クNCONグNCO図卜這τ（ユO，5）

（；0桐卜弓ON！FFF／IHw，1HEグIHNS，葦HE版’IHsWクIHSヒ’IHNWグIHNヒクIBしNKグMARK
　　　　　／IHSダIHN

COM凹UN／JJJ／　IND（20）’JND（20）ヂNLO⊂，N⊂A（100）
DI麟ヒNSI〔〕N　　AN（1）’BN（1）’5TR（1）’DIP（1）
DI図ENS＝ON　X（工）グY（↓）’Z（↓）“1【）X（1）

INTEGER　STR’じIP，STRR’DIPP
DI凹ENSION　NO（llO），NKOSU（1↓O）’N⊂ASE（エユO）’NSETS（1工Oρ2り）グNSET⊂（110）
EQUIVALENCE　（FFF（1，1）クNO（1））ノ（FFF（1’2）’NKOSU（1））ク
　　　　　　　　　　（FFF（143）ノN（二ASE（1））ρ（FFF（1夕4），NSET（二（↓））ρ

　　　　　　　　　　　（FFF（1ク5）’NSETS（1’ユ））

DIMENSIけN　 NY（10》’ANGF（500）
EQUIVAしEN⊂E　　　（FFF（1’55）4AN（コF（1））

DATA　NYl1HO’IH1，1H2ク1H3，↓H4，1H5」1H6グ⊥H7グ1H8，1H91
DA’『A　IZERO／2H　Ol
N（OUNT　冨　O
WRITE（6／1000）　INDレJr刈D／NNN
DO　lO　I　－　14NLOC
　　⊂ASE　〔」F　LUCALITY

N（10UNT
KLO（；

J1　＝

NN　呂

NS　冒

　　＝NCしUNT
冒　NCASE（1）
NO（1）

NKOSU（1）
NsET（二（1）

JS昌Jl
DO1工　J　＝
　　CASE　OF

JC
NK

レNs
S巳丁

冨　IDX（JS）
＝　NSETS（1’J）

J3　＝　JS

J4　昌　JS　＋　NK

AAA　＝　IQOo
BBB　昌　工00四

IF（NK。E①顕O）
三F（NK聞E㊤。0）

L禺o
D臼12　K
　　NO　OF
L　昌　L　＋

一　1

J4
60

＝　J3，J4

EACh　SET
1

＋　1

＝　JS　＋　NN

TO13

IF　（　J（二　。　E①　騨　IDX（臥）　）

ユ

GO　TO12

L　冒し　一　1

CALL　ANGし（X（JS）“y（JS），Z（JS），L’AAAダBbB）
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呂
博

1

c

c

c
（二

⊂

⊂

c

IF（己BB口E㊤。1QO。）

（Aしし

CALL

Ge　TO13

CONV4（AAA，BBB，AXグAY，AZ，1）
⊂UL．1S（X（JS）グYくJS），Z（JS）ノL／AX／AY’AZ，AN（5F（JS），SDしVグDEF4NSP’
　　　　　柄＄P“NK）

　　⊂AしL　CON〉1（AAA4BBB，AAA，BBB，STRR，DIPP，ユ）
。　　　FR9図　POLE　To　STR！DIP
　　GO　TO↓3

12　⊂ONTINUE
　　　CALL　ANGL（X（JS）ノY（JS）“Z（JS），L／AAA’BBB）
　　　【F（bBb。EIQ。100。）　　Ge　TO　13
　　　⊂ALL　⊂ONV4（AAAヂBBB，AX／AY／AZ，工）
　　　⊂ALL　CULIS（X（JS），Y（JS）ノZくJS），LクAX／AY／AZダAN（5F（JS）ρS［〉EV，DEFρNSPグ

　　　　　　　　　　　　　ト1SP，NK）

CALL　（ONV1（AAAクBBB，AAAρBB5，5TRR■DIPPダ1）

13　CONTINUE
　　　N⊂OUNT　呂　NCOUNT　＋　エ
　　　IF（N⊂0UNT。しヒ。うO）　　（コし｝　丁日　14

　　　NCOUNT　＝　O

　　　wRITE（6〃1000）　INDグJNDグNNN
　　　WRITE（6，200Q）
ユ4　（＝ONTINUE

530

IAN
IBN
l　AA

IBB
JAN
JBN
JAA
JBB
iST
JsT
LKK
トiKK

NKK

AN（JS）　＋　0。5

BN（JS）　＋　O。5

AAA　＋　O。5
BBB　＋　O。5

i　IらLNK
富　I　ZERU

＝　lBLNK
富　1zピRO

B　IHN
呂　IHN

16LNK
lbLNK
IBLNK

IF（J。NE。1）　　（う0　丁0

里しOC　＝　K、LO⊂

LL口C　＝　1LD⊂！工OO
ILOC　昌　1LUC　咽　LLO（二

MLO（二　冨　　1LO⊂　1　10

1LOC　＝　1LD⊂　一　肩LO（二

JL臼G＝1LOC
Lし0（；　寓　LLe⊂　＋　1

団LO⊂　呂　図LO（；　幸　ユ

JLO（二＝JL口⊂や1

LKK　冨　1巳LN民
IF（しLOぐ薗E（9。1）　　6D

LKK　竃　NY（LLOC）
麟KK　＝　NY（酬LUC）
NKK　胃　NY（JしU（；）

GO　TO　5うO

⊂ONTINUE
卜｛KK　＝　16LNK

550

畳　↓OO

畳　10

TO530

c

c

c

⊂

⊂

C

540

う50

50

60

70

80

20QO

2003

90

200う
　　23

1000

⊥QO2
1003
1004
1005
1006

十

十

IF（r・1LO⊂馴E（9。上）

凹KK　5　NY（麟Lし（二）

NKK　富　NY（JLO⊂）

GO　T口5）Q

⊂ONTINUE
NKK　冨　1βLNK

IF（JLO⊂層NE。1）

⊂ONTINUE

GO　TOう40

NKK　置　NY（JLO〔）

IF（工AN聞NEgO。AND。王AN◎N［ig90）　　　　JAN　昌　N乙（1AN）

JBN　寓　IZERO
IF（IBNgNE・O）　　　　　　　　　　　　　　　JBN　＝　NZ（IBN）

CONTINUE
IF（IAA．NE。O。AND■IAA電NE。90）　　 JAA　＝　NZ（IAA）
JBB　昌　！ZERO
IF（IBB●NE。O）　　　　　　　　　　　　　　　　JBB　昌　NZ（：BB）

CONT王NUE
IF（STR（JS）。EQ。IHNS）　　　STR（JS）　寓　1HS
IF（STR（JS）．NE。IHEW）　　（ig　T〔〕　70

1S了雷　IHE
STR（JS）　＝　Ih－

CONTINUE
IF（STRR．EQ。1HNS）　　　SτRR　醤　三hS
IF（STRR。NEgIHEW）　　GO　T〔｝　80

JST冨　lHE
STRR　3　：HW
CGNTINUE
IF（J層EQg1）　　WRIτE（6’2000）
FOR図AT（1H　）

IF（IBB．EQ51（ンO）　　GO　TO　90
　WRI了E（6ク2003）　　しKK’卜4KK’NKK，王DX（JS），IST，JAN’STR（JS）’JBN，DIP（JS）ゲ
　　　　　　　　　　　　　　JS【「クJAA45TRRρJBB’PIPP／AN（うF（JS）グSDEV’レEF’NSPク醜SP

FOR図AT（2X／3Al’2X’A3’2XグAl’A2クA工’5X“A2ダA2’6X’A1／A2，Aエノ3×4A2グA2’
　　　　　　10X，F891〆5X，　F7。工　，　5X’F7。1ク1H（，12／1H繭ヂ12」1HJ　）

GO　TO19

　⊂臼NτINUE
　－RITE（6’200三》）　　LKKクト4KK，NKK’IDX（JS，，IST，JANヂSTR（JS），JBNρD工P（JS）

　F【｝R凹AT（2X，3A1ρ2X，A5ク2XグAl4A2’Aエク5X，A2グA2，4Xダ16H　　NOT　CAL（；ULATED

　CONTINUE
　FOR卜唱AT（』．Hl4／！1’⊥OX，20A奪　！10X’20A奪！！20X■ユうHNUNBER　OF　DATA　，13！1
醤　1Xノ，　LOC，’g　SET　　oグl　STR　　　・’瞭　じIP　　●　ρ　　，　AVε（STR　，　DIP）o’
1　，　　　　　　　DEV。FR〔」洞。AVピ　　　　　SりDEV　　　　　　麟AX。DEF　　o　）

　FORMAT（7X’A3グo　　Nl412／A2，4Xグ12グA2’4X，1　　N，’12，A2ク2X’12，A2）
　FgR卜4AT（／　15’2X／A3ク1　　N9グ12’A2’4Xク12’A2ダ4Xダ・　　N，グ12クA2，2X，i2クA2）
　FORト1AT（7X’A3’o　　N曾，12グA2，4Xグ12〃A2）
　FOR凹AT（15’2X’A3’，　　N冒，12’A2’4X’12’A2’4X，『　　NOT　（；AL⊂ULATEDo　）
　FOR麟AT（　　　7XグA3グ，　　』曹’12’A2’4Xク12クA2，4X，o　　NOτ　（：Aし⊂りLA’『EDg　）

ユ9　CONTINUE
　　　J3　＝　J3　＋　1

1F（　J4｝LT。J二う　）

i〉0　工5　K＝J3，J4

GDTロユ7

N⊂OUNT　呂　NCUUNT　＋

IF（NCUUNT駆Lヒ。50）

工

GU　TO　l6

）

凄

瞬

覇

瞬

ヨ

泣

難

部

零

瞭

鵬

＝

ψ
）



1
器
QQ

f

⊂

（二

c
（二

c
（二

（

　　　N⊂OUNT　瑠　〇

　　　一RIτE（6／1000）

　　　WR：TE（6，2000）

16　⊂ONTINUE

150

155

⊥60

2004

165
2006
170

IND／JNDグNNN

IAN　3　AN（K）　＋　O・う

IBN　＝　BN（K，　←　O齢5

JAN　富　1らLNK

JBN　＝　IBLNK
IS下昌　IHN
IF（IAN．EQ。O。〔〕RolAN■E㊤。90）　　G臼　丁0　1うO
JAN　呂　N∠（IAN）

CONTINUE
JBN　＝　IZERO
：F（IBN。E｛9。O）　　　　　　　　　　　Gし　T〔」　1う5

JBN　謁　NZ（IBN）

CONT：NUE
IF（STR（K）■E曽。1HNS）　　　ST杖（K）　昌　IHS
IF（STR（K》・NE“IHE囚）　　　GO　TO　ユ60

1ST冒　iHE
STR（K）　富　IH》冒

CONτINUE
【F（　【5BB，E（9“工00・　）　　GOTO　二L65

WRITE（6，2004）　　iDX（K），IST／JANダSTR（K）’JBN，D三P（K），ANGP（K）
FORMAT（　7X／A3ソ2X，Al’A2，A1ク5XクA2，A2■27X，F8。1　）
GO了0↓了O
WRITE（6，2006）　　IDX（K），iST4J戸N’STR（K）グJBNクD！PくK）
FOR卜唯AT（7X’A3ダ2X’Aエ，A2，A1／5X，A2グA2）
CONTINUE

1う　CONTINUE

17　CONTINUE

11
10

JS　昌　JS　寺　NK

⊂ONτINUヒ
⊂〔』NTINUピ

尺ETU綬N

END

c

⊂

⊂

C

C

C

（二

SUBROUTINE　ANGL（Eしグヒ国，EN，NクAグB）
⊂OM図ON　／BBB！　RA卜4DA

CO卜4MONIEEEI　PIグPI2，PI4，PDグRDグDG／RAD’RグRO’RANGρALPHA’SIZE
DI図εNSION　EL（1），E図（工）ノEN（工）

ELL　竃O．

E図N雷O。
ENN富　O。
DO　IO　I讃1，N

CoSH　冨　EL（1）畳Eし（1）　＋　E図（1）管と断（ユ）　4’

IF（⊂OSH膠GE剛O。0）　　GO　TO　20

　　　EL（1）　富　一EL（1）

　　　E麟（1）　嵩　一EM（1）

　　　EN（1）　＝　四EN（置）

20　⊂ONTINUE

ELし　冨　ELL　＋
E卜暫M　旨　E図麟　＋

ENN　＝　ENN　＋

10　CONTINUE

60
50
51

IF（　N。EQ噂1

N工冨N聞1
DOう〇　三＝
X」　豊　EL〔1）

X図　署　EM（！）

XN　＝　EN（1）

）

Eし（三）

E凹（1）

ヒN（1）

1，Nl

GOTOう↓

」冨　1＋　1
DO　60　K＝J’N
XCOS　誓　XL聾EL（K）　＋
X⊂OS　昌　ABS（X（二〇S）

IF（　X（二〇s騨LT。RA図DA

⊂ONTINUE
CONTINUE
（＝〔〕NTINUE

EEE　畠　S④RT（ELL斎ELL

　　　ELL冨ELLIEEε
　　　E卜｛M寓EMM／EEE

　　　ENN＝ENNIEEE
　　　IF（ENN劇LE。0。O）　　GO

　　　Eしし雪qELL
　　　E桝卜1＝旧EMM

　　　ENN＝一ENN

存0　⊂ONTINUE
　　　A詔ATAN2（Eしし，E；M騒）

　　　B＝ASIN（腰ENN）
　　　PII2　冨　2。　管　PI

　　　IF（A。LToO。）　　A　冨　A
　　　IF（己。GE。O層）　　（コU　τD

　　　B　＝　－B

　　　A菖A塵PI
　　　IF（A・しT。O・）　　A　累　A

EN（1）費EN（1）

X麟畳Eトヘ（K）　寺　XN畳EN（K）

） GOTO70

噛　E図悟輪EMト句　＋　ENN斎ENN）

TO40

†P口2
30

＋PI　I2

覇
腿
嗣
蟄’

謡

槻
　1

黛

3
凋
申
翠
餌
叢
π

貨

崩

虐
醗

（

田

曝
臣
）

30　⊂ONTINUE
　　　A冨　A菅　DG

　　　B調B嚢D6
　　　RETURN

70　CONTINUE
　　　A＝360。
　　　B　＝　100。

　　　RETURN
　　　END



1
蜜
爵
｝

⊂

c

⊂

c
c

（二

⊂

⊂

c

c

C

c

SUBROUTINE　PRIN⊂（A」’AN，ANクBし’B卜4グBN）
（；OM図ON　！HHH1　⊂OS2H，AX〃AY，AZダBXグBY’BZ
CO軽員ON　ISLIP！　XW1ρYW工，PIXρPIY夕XW2’Y糎2βP2X，P2Y
COMMON1εEE／　PI，PI2ダP【4クPD4RレクDGクRAD4R’R〔」，RANG／ALPHA’SIZE
⊂OM図〔〕NIJJJ1　ΣND（20）’JND（20）ノNLO（二，N（＝A（100）

（：ALL　（二〇NJG（AL，AM，AN’BL，BM，BN／YLダYMダYN）

CAしL　CONJG（AL，AMグAN’YL，YM／YN夕TL，丁卜1，了N）

⊂AしL　⊂ONJG（bLグBM／BN’YLグYM’YN’UL／UMクUN）

CALL
CALL
（：ALL

CALL

CDNV6（TL，丁図4TNグPよXダPIY’工）

CONV5（PIX’PIY，XWlタYw↓クエ）
CONV6（UL’U図，UN’P2X，P2Yグ1）
CON〉5（P2X’P2YグX栂24Y翼2，1）

TU　貫　丁L静∪L　＋　TN貸U図　・卜　TN管UN

T2　置　S①RT（TL砦丁L　＋　TM骨丁麟　＋　丁卜，聾TN）

U2　霞　SORT（UL砦UL　＋　U図畳UM　や　U民斎UN）
（oS2H　＝　TU　！　T2　／　U2

iF（（二〔〕S2H昂GT。PI2）　COS2H　置　⊂〔｝S2H　幽

TuL
τu門
TUN

TUL2
TU顛2
TUN2

冨　丁L　＋　UL

轟　丁麟＋　∪麟

軍TN＋UN
昌　TUし噂　嬰　TUL

冨　TUM　静　τu図

露　TUN　斎　TUN

HHH　冨　TUL2　寺　τU卜42　＋　TUN2

XL　＝　SQRT（TUL2／HHH）
xr》1　呂　SQRT（τ〕M21HHH）

XN　＝　昂SQRT（TUN21HHH）

P：2

C（二L　零　TUL　l　TUN

C⊂M　胃　TU図　1　TUN
IF（CC」。Gτ．O。0）・　XL　昌　騨XL

IF（⊂CM－GT。OgO）　　X憎　富　一X凹

CALL　CONJG（XL／XM，XN／Y」ダY麟，Y卜．“ZLρZM，ZN）

　　　IF（COS2H。GT．O．0）

　　　一L呂xL

　　　－M呂XM

　　　WN冨XN

　　　XL冒∠L

　　　XM＝z図

　　　XN3ZN

　　　zL冨翼L
　　　ZM器一図

　　　ZN富■N

40　CONT耳NUE

AX呂ATAN2（XLρXN）

GO　TO40

C

C

C

⊂

c

10

20

30

BX　置　ASIN（繭XN）

AY霧ATA函2（YL’YM）
BY　＝　AS【Nく鱒YN）

AZ＝ATAN2（ZL，Z図）
BZ　胃　AS：N（一ZN）
PI：2　昌　2曹管　Pl

IF（AX。LT。O。）　　AX

IF（AY・LT■O瞬）　　AY

IF（AZ。LT，O。）　　AZ

IF（BX。GE。O■）　　GO

BX＝四BX
AX　星　AX　－　PI

iF（AX。LT辱O④）　　AX

CONTINUE
lF（BY・GE●0噂）　　GO

BY昌陶BY
AY　＝　AY　蜀　PI

IF（Ay。LT。O。）　　AY

CONTINUE
IF（BZ馴GE”0。）　　6U

BZ魯一BZ
AZ　置　AZ　－　PI
IF（AZ。LT噌O。）臼　AZ

CONTINUE
AX　8　AX　菅　D（5

AY
AZ
BX
BY
BZ

AY
AZ
BX
BY
BZ

RETURN
ENO

曇

畳

畳

砦

砦

DG
DG
DG
Dも

DG

＝　AX　＋　PII2

呂AY　＋　PII2
昌AZ　＋PII2
TO⊥O

署　AX　＋PI：Z

TO20

＝　AY　＋　PII2

TO30

昌 AZ　手 PI：2

SUBR9∪TINE　CONJ（5（AL’A凹，AN，BLダB卜4，BN，CLグC麟，⊂N）

CL　＝　A卜4管BN　噸

⊂M　＝　AN畳BL　噌

CN　＝　AL費B図　一

AN管B図

AL斎BN
A断畳BL

⊂（二C　3　5QRT（⊂L曇（；L　壷　CM砦⊂凹　や　（N蒼（；N）

　　　⊂L　冨　（；し　／　⊂CC

　　　（；図　冨　CM　！　C（二C

　　　⊂N　呂　⊂N　！　C⊂C

　　　IF（CN。LT60。O）　　GO　Tし」　10

　　　Cし冨四CL
　　　（二M　＝　四（1麟

　　　⊂N置　一CN

10　CGNTINUE

RETURN
END
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一

1
鴇
q
i

⊂

c

c

⊂

C

c

（二

c

SUBR9UTINE　了RANR（XグYヂA／B，F）
CO麟卜40NII　I　II　NNNクISW〃JSW’KSWヂLSw’撰SWダNSW
COト1麟ON／EEEI　P五，ρ：2ダPI4，PD’RD’DGクRADダR’ROグRANGグALPHA’SIZE
⊂O卜1卜10N　IGGG！　図Xノ醜Y，H，TH，PTAh’（嚢TAN

D【卜4ENSION　X（1），Y（1）

K1　＝O
K2　醤O
H　＝　SQRT（A恐A　＋　B管B）

IF（H．GT・101gO）　　RETURN
TH　昌　ATAN2（H4R）
THP1　＝　TH　閣　ALPHA
TH（91　雷　TH　＋　ALPHA
IF（H。E①。OoO）　　GO　TO　35

XVE⊂1＝AIH
YVEC1＝B／H

IF（THPユ　■GT。　PI4）　　GO　Te　“O

IF（THQ1　鱈し丁費　PI4）　　GO．TO　30

THP2
THQ2
XVεC2
YVEC2

PI2　－　TH①よ

P【2　臨　THPl
－XVE（；1

四YVピC↓

CAL」　⊂IRCX（THP2クTHQ2，XVEC2，YVE⊂2，BX’BYクRRR）
CAL」　⊂OUNT（X／Y’BXダBY〆RRk’K2）

30　CONTINUE
　　　⊂ALし　（二置R⊂X（THP工，THQ1，XVとi⊂1，YVE⊂ユρAXグAY，RRR）

　　　GO了036
35　CONT！NUE
　　　AX　蓄O。O
　　　AY　呂　O。O

　　　RRR　署　R　菅　THQl

　　　RRR　＝　RRR　廿　RRR

36　（二〇NTINUE

　　　CALL　⊂0UNT（X’Y」AX，AYダRRR“K1）

　　　F　＝　K1　←　K2

　　　F＝F！FLOAT（NNN）斎↓OO。
40　CONT…NUE
　　　RETURN
　　　END

（二

C

C

C

⊂

c

10

20

30

40

20
10

SUBROUTINE　　⊂IRCX（　THETA戸，THETAQヂX∀ピ（；ノYVEC4CXク（二Y，RAl、GE）
⊂［｝M図UN1玉I　II　NNN“ISW，JSWダ民SW，LSWρ凹SWグNSW
CO卜4図ONIEEE！　PI’PI2，P14■PD’RD〃DG4RAD’R’RO4RANG’AしPHA’SIZE
COM凹ON　！GGG！　MX’トペY／H’THダPTAN’QTAN

⊂OSP
COSQ
SINP
SIN㊤
IF（（；OSP略NE。O。O）

PTAN＝
GO　TO20
⊂ONTINUε
PTAN　＝　R　費　SINP
CONTINUE
IF（（二〇S①5NEgQ。O）

QTAN　＝　0。O

GO　TO40
CDNTINUE
①TAN　昌　R　費　SIN①

（二〇NTINUE

COS（THETAP）
⊂OS（THETAQ）
SIN（THETAP）
SIN（THETAQ）
　　　　　　　　　GO

O。0

PX3PTAN
PY　寮PτAN

QX＝QTAN
①Y　置QTAN

菩XVE⊂
管YVE（：

管XVEC
畳YVEC

TD10

1C口SP

GO　TO3Q

1cuSO

P（9X　呂　Oり5　畳　（PX喝①X）

P①Y　署　Og5　斎　（PYロGY）
RANGE　呂　P（9X　斎　POX　＋　P（りY　管

⊂X　昌　Oo5　斎　（PX　＋　QX）

CY　＝　O◎5　砦　（PY　争　QY）

RETURN
END

P“♪Y

SUBROUTINE　COUNT（XX’YY，GXヂGY’RRR，K）
C〔〕M凹ON！111！　NNN」ISWクJS圃クKSW，LSw，ト4SW’NSW

CO図NONIEEE／　P1／PI2／pl4，PDグRDダDG，RA〔）’R夕RO，RANG4AしPHA’SIZE
CO卜引図ON　16GG！　卜1Xクト4Y，H4TH，PTAN’㊤TAN
DI卜藍ENSION　XX（1）’YY（1）

K　冨　o

DO　工O　I＝1，NNN
X　I　富　XX（1）　願　GX

Y1　躍　YY（1）　哺　GY

　　　　　RLENG　器　X1

1F（RLENG膠GT暗RRR）
K　富　K　＋　1

（二〇NTINUE

⊂ONT玉NUE
RETURN
END

砦　XI　＋　YI　曇　YI

GO　T口20
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